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カウアイエッセンス・花　と　古代の癒しの方法　
カウアイエッセンス講座　その１　　　©HaleKai
◆16年前　レムリアからのVine（つる）のビジョン

1986年にカウアイ島に移住後、果樹園と庭で植物のエネルギーを感じる。
これまでと全く違う美しく薄い青い光で覆われたフルーツの木が見え、植物のエネルギーやスピリットを感じることができた。
それから、カウアイ中の植物のエネルギーを高められた知覚で、宇宙的に理解できるようになる。
「kauaiはレムリアの古い失われた大陸の最北端です。」と啓示を受ける。
2億5000年前のレムリアの人々は密接に彼らの本当のスピリットのアイデンティティと結合しました。その時代は、今日私たちのものほど濃くないボディーでした。人々はそれらの文明で実際に実在しない恐怖、有罪、および怒りのような否定的感情を作っていました。レムリアの人々は微細なエネルギーの周波数を上げるために花を繁殖させフラワーエッセンスを作っていたことがわかった。
しぶとい雑草やつるからエッセンスを作るようにという啓示があった。
これらの強力なエッセンスは人のエネルギーの流れをレムリア人が体験していたレベルまで高めることができる。
Ken氏は祈りに集中することで、魂やハイアーセルフとつながり、植物のディーバやガイドたちと一緒にエッセンスを作っている。
◆フラワーエッセンスが生まれる場所
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古代の石で円形に組まれてある祭壇のような場所。
古代の石でサークルのように組んであり、おそらく１０万年前からあるもの。
ここに、エネルギーを高めるための独自の工夫をKen氏がされていました。
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◆Ken氏が、庭で栽培している植物
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♡伝統的なハワイアンヒーリングメソッド♡
何世紀もの間、受け継がれてきたハワイのヒーリングのベースは、病気のときのエネルギーを理解することにあります。古代ポリネシアのヒーラー、カフナの哲学が基になっているの考え方です。
· Players（祈り）の力

祈りは、ハワイアンヒーリングのコアである。
祈りはヒーリングではないが、重要なイベントの前には必ず行われる。（Hula、集会、法律を制定する議会　など）
古代ハワイでは、内からくる病気と外からくる病気の二つがあると考えました。どちらの場合も
祈りは、病気から救援を求めるのに使用されました。カフナのヒーリングには必ず祈りが含まれました。
ヒーリングを行うカフナは、意識をクリアにし、mana（聖なる力）を高めることにより自らの身体がスピリチュアルな貯水池になった状態で、祈りを送る。

Ken氏は、フラワーエッセンスを作るときに祈りをこめて誕生させています。
· Laying on of hands

カフナが古代行っていたヒーリングの一つで、manaを移りやすくするために、患者の上に手を置く方法。
カフナはmanaを高め、状態を癒す図をビジュアライズし、それを自分のハイアーセルフに送った状態で、患者に手を置き、manaを転写する。

· Water・・・水はマナのシンボル

“Water　of　Life　of　Kane”　「Kaneの命の水」というフレーズは、大地の恵みである植物への感謝の祈りや、種まきのチャントや、雨乞いの祈りなどで、よく出てくる。
フナでは、新鮮な水は、肉体的な生命を維持するだけでなく、スピリチュアルな質を持ち、浄化の儀式で、ヘイアウ、祭壇で、使用される。何世紀もの間、罪を洗い流す洗礼やお清めのために、使われている。
水はmanaの宿る媒体と考えられ、manaで満たした水を祈りながら、人々や大地にまくことによって浄化した。また、Tiの葉の先に水をつけて、チャントを唱えながら、病気の患者の身体を払うことに使った。

· Ho’oponopono（ホオポノポノ）・・・ものごとをもとにもどす
家族が話し合って問題を解決するという古代からの儀式。
現代では、家族だけでなく、仕事仲間や友達のグループ、カップルや個人にも使われます。
祈りや話し合いが行われ、当事者が状況を説明し、反省すべき点は反省したりする。お互いに許しあって償いをすることで、こじれた人間関係をもとにもどす。（批判しない。）

家族の中で病人がでると、その人の環境も含めたすべてを見て治療を行ったので、家族間に何かしらの原因があると見て、ホオポノポノを行った。
· PLANTS（ハワイの植物）による癒し
植物はキノラウといって、神が姿を変えて宿るところでもある。
【四大神が宿る植物】
Ku：オヒアレフア、ココナツ、ウル（Bread　Fruit）、ティ

Kane：さとうきび（シュガーケイン）、タロ（カロ）、ポポロ

Kanaloa：バナナ

Lono：ククイ、Sweet　Potato（さつまいも）、タロ
POPOLO（ポポロ）：癒し、清浄する薬草、呼吸器障害、発疹、切り傷や火傷を癒す

Noni（ノニ）：野生でハワイ中に群生する。発疹、はれもの、おでき

Kukui（ククイ）：便通をよくする。下剤。

Morning　Glory（あさがお）：骨折の湿布、下剤

Hau：樹皮や花は、便通を促進する

Pili　Glass（アカヒゲガヤ）：　ほれぐすり

Awa（アバ）：アバの根から作った飲料は重要な儀式で使用。

Kalo（タロ）：主食
Awapuhi（ジンジャー）：切り傷、シャンプー

Ti：守護する葉、hulaのスカート、食べ物を包む、捧げ物を包む、浄化の儀式
頭痛、熱、胃痛などに巻くなど。

Ti　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kukui

[image: image6.jpg]


　　　　[image: image7.jpg]



Hau

[image: image1.wmf] 

[image: image8.jpg]


[image: image9.jpg]


　　　
Lehua

_1169727433.doc
[image: image1.png]“
% g %







